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サイルベアRタフ│取扱方法

たわみについて
◦	サイルベアタフは、フリースパン部が大きくたわんだ状態での走行やサイルベア
タフ同士が当接するスライド走行には対応しておりません。

◦	ストローク /フリースパン /ケーブル重量オーバーや経時変化によりたわみが増
加する場合は、稼動を停止し受けを設けたわみを抑制する、あるいは新規のサイ
ルベアタフに交換するなどの処置を行なってください。

たわみ

◦	水平走行時には、可動範囲に受けを設置していただき、サイルベアタフが垂れ下
がらないようにしてください。

◦	ケーブル類は、左右の質量バランスを考慮し、横一列で収納してください。
◦	質量の片寄り、ケーブル類の多段収納は、傾き、蛇行及びケーブル類のねじれの
要因になりますので行わないでください。また、収納断面高さ寸法に対して、隣
り合うケーブル類が乗り越える可能性のある径寸法の場合は、セパレーターを設
置して乗り越え、乗り上げが起こらないようにしてください。

ケーブル類の収納方法

受けの設置

受け

片寄り

受けの設置

張りすぎバランス 適度な空間多段収納 押し込みすぎ

◦	ケーブル類に必要以上の張力が加わらないようにし、屈曲部では自由に動くよう
に配線してください。試運転時に、ケーブルの状況を確認しながら長さや張力を
調整してください。

◦	移動端・固定端の出口付近では、ケーブル類をケーブルクランプに固定してくだ
さい。

◦	仕様によっては、経時変化によりたわみ量が増加する場合があります。	
能力線図の範囲限界付近で使用される場合は、あらかじめ、たわみを規制するガ
イドの設置をお勧めします。

※	但し、ガイドとサイルベアタフが動作時に接触するため、接触音、摩耗粉の発生
を伴います。

フリースパン長が長い場合

空間設定

◦	サイルベアタフの上側、左右に機器等がある場合は、空間の確保をしてください。
※	空間の確保がない場合、稼働時に接触し破損する可能性があります。
※	使用条件（速度、加速度、長さ、質量、ケーブルの種類等）や経時変化によるた
わみ量の増加が起きた場合などで異なる場合がございます。	
試運転、日常 /定期点検時に空間およびたわみの確認を行ってください。

形番
上部空間 左右空間

（㎜） （㎜）

KST-25

100以上 50以上
KST-30

KST-40

KST-50

上部空間左右空間

◦	サイルベアタフは、ヒンジ連結方式のリンクレス構造です。

	 そのため、ヒンジには屈曲寿命があり、寿命に至るとヒンジ破断が起こります。

◦	装置の定期点検時に、サイルベアタフの点検も併せて実施をしてください。

◦	ヒンジ部にクラック（微小な場合も）が発生している場合は、寿命となりますの

で交換をしてください。

定期点検箇所

ヒンジ部（グレー色薄肉部）
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◦	定期的に次の項目について保守点検をしてください。

□	 ヒンジ部の破損、クラックの確認。

□	 カバーの外れ。

□	 各部品の破損確認。

□	 取付け部のネジのゆるみの確認。

□	 ブラケットの破損。

□	 収納ケーブルの磨耗、ねじれ等の確認。

□	 経時変化によるたわみ量の確認。

点検時に異常が発見された場合は、速やかに交換してください。

◦	サイルベアタフの垂れ下がりを抑制するために、下側に移動受けが必要となります。
◦	移動受けが設置できない場合は、ローラーコンベア等を設置してください。

◦	ブラケット部に負荷が掛かりやすくなります。
	 ブラケット、サイルベアタフ本体に無理な力が加わらないように調整をしてください。
◦	モジュール数が平行移動に比べ、プラス必要となります。

◦	条件によっては、屈曲部で膨らみが発生する場合があります。
	 装置側へ接触する恐れがある場合は、受けを設置して膨らみを抑制してください。
	 又は、装置側との空間を十分確保してください。

特殊姿勢での使用方法について

①	天井取付け（逆水平移動）で使用される場合 ②	移動端ブラケットの取付け位置が高く、 
サイルベアタフ本体が平行に移動しない場合

③	垂直取付け（U字形および逆U字形）で使用される場合

�3��

�3��

移動受け

ローラー受け

移動ストローク

移動ストローク

m＝
S／2＋π（（R1+R2）／2）＋2K
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使用事例

サイルベアタフ

サイルベア

サイルベア サイルベア サイルベア サイルベア

サイルベアタフ

クリーン
ルーム内装置

樹脂
加工機

検査・測定
機器

工作
機械

食品
加工機

搬送
装置

金　属
加工機

物流
機器

産業
機械

医療
機器

半導体
装置

クレーン
装置

ご使用上の注意点
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●	本カタログに掲載しております製品仕様は改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。

●	製品の色相は印刷のため現物と異なって見えることがあります。

●	本カタログに掲載されている文章、イラスト、写真の無断転載、複写、引用はお断り致します。

© 株式会社 国盛化学　ALL RIGHTS RESERVED.

安全にご使用いただくために
■ ご使用前に、下記の注意事項をよくお読みの上、正しくご使用ください。
■ お客様は、安全な運転及び保守のために、法令・各種規格・基準に従った安全管理の施策を実行してください。

　警　告

 ご使用上の注意点

●	サイルベア・サイルベアタフ（以下「本製品」といいます）の上には絶対に乗らないでください。破損して落下する可能性があります。
●	労働安全衛生規則第二編第一節一般基準を順守してください。
●	取付け、取外し、保守点検等の注意点。

【サイルベア・サイルベアタフ共通】
	・	作業を行なう前に必ず装置の元電源を切り、また不慮に電源が入らないようにしてください。

	・	機械の試運転や稼働時には、本製品の稼働範囲に進入しないでください。

	・	本製品及び部品が自由に動かないように固定してください。本製品が自重により自走したり倒れたりする可能性があります。

	・	本製品の屈曲部で手を挟まないようにご注意ください。

	・	作業に適した服装、適切な保護具（安全眼鏡、手袋、安全靴等）を着用してください。

	・	使用説明書及びカタログ等に従って作業してください。

【サイルベア】
	・	サイルベアの端面には必ず、エンドキャップを取付けてください。エンドキャップは、ケーブル・ホースを保護するためのものです。

	・	サイルベアをカットする場合やパラレルジョイントを取外す場合は、カッターやドライバー等の工具によるケガに十分注意してください。

	・	パラレルジョイントは、何度も取外しを行なうと変形や割れが発生する恐れがあり、十分な固定強度を保てなくなります。

		 取付け位置等ご確認の上、作業してください。

●	本製品の構造、仕様を理解した上で取扱ってください。
●	本製品を据え付ける際には、事前に輸送時の破損がないか検査をしてください。
●	本製品は消耗品です。必ず定期的に次の項目について保守点検をしてください。

	・	ヒンジ部の破損、クラックの確認。　

	・	カバーの外れ。

	・	取付け部のネジのゆるみの確認。

	・	ブラケットの破損。

	・	各部品の破損確認。

	・	収納ケーブルの摩耗、ねじれ等の確認。

	・	経時変化によるたわみ量の確認。

点検時に異常が発見された場合は、速やかに交換してください。

乗り上げ禁止 稼働範囲進入禁止 手を挟まない

サイルベア
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